
業 務 委 託 仕 様 書 

 

１ 業務の名称 

ＳＡＧＡ２０２４国スポ柔道競技会柔道タイマーシステム及びケアシステム設営・撤去及び保守

管理等業務委託 

 

２ 業務の目的 

ＳＡＧＡ２０２４佐賀市実行委員会（以下「市実行委員会」という。）が実施するＳＡＧＡ２０２

４国スポ柔道競技会において、国際柔道連盟試合審判規定に定められている試合時間計測や得点掲

示が可能な柔道タイマーシステム及び審判員の誤審を防ぐためのビデオ判定を行うケアシステムの

設営・撤去及び保守管理等業務を委託し、円滑に競技運営を行うことを目的とする。 

 

３ 履行期間 

  契約締結日から令和６年１１月１５日（金）まで 

 

４ 履行場所 

  ＳＡＧＡサンライズパーク ＳＡＧＡアリーナ（佐賀市日の出２丁目１番１０号） 

 

５ 業務内容 

(1) 競技会で使用する各システムの運用に係る機器の設営及び撤去 

(2) 競技役員等への操作方法に関する事前説明及び講習会の実施 

(3) 柔道タイマーシステムの保守管理及び運営補助業務 

ア 都道府県データ等の登録及び訂正 

イ 競技中における試合時間の計測及びディスプレイへの得点等の掲示 

ウ 競技役員等が操作する各機器に対し１名以上の人員配置による技術支援 

(4) ケアシステムの保守管理及び運営補助業務 

ア 競技進行状況の撮影及び記録 

イ 記録データ等のパソコン画面への出力 

ウ 競技役員等が操作する各機器に対し１名以上の人員配置による技術支援 

(5) その他競技運営及び本業務の実施に必要な業務 

 

６ 設営・撤去等期間 

設営 
令和６年１０月９日（水）のバレーボール競技終了後（午後３時頃終了予定） 

から令和６年１０月１０日（木）まで 

保守・管理 設営完了後から令和６年１０月１４日（月）の大会終了まで 

撤去 令和６年１０月１４日（月） 

  ※ 設営・撤去作業に係る詳細なスケジュールについては、別途市実行委員会と協議する。 

  ※ 設営終了後にシステムが正常に作動するか確認し、不具合があった場合直ちに対応すること。 

 

７ 必要機材等の仕様 

(1) 本業務で必要な機材等は以下のものとする。なお、必要電源については市実行委員会において

準備する。 

  



ア 柔道タイマーシステム 

名称 台数 仕様等 

ノートパソコン ３台 

柔道タイマーのソフトウェア（最新の国際柔道連盟試合審判規

定）に対応できるスペックを有し、かつ該当するソフトウェア

がインストール済みであること。（１試合場あたり１台） 

コントローラー 

キーボード 
３台 

ノートパソコンに接続し、タイマー操作に対応できる専用のキ

ーボードであること。（1試合場あたり１台） 

ディスプレイ ６台 ４６型以上（１試合場あたり２台） 

スピーカー ３台 
試合場の審判や選手が認識できる程度の音量を発すること。 

（１試合場あたり１台） 

分配器 ３台 
１台のノートパソコンから２台のディスプレイへ信号を分配で

きるもの（１試合場あたり１台） 

各種ケーブル 必要数 
上記の各種機器を接続し、柔道タイマーとして支障なく動作す

るように配線すること。 

 

 イ ケアシステム 

機器名 台数 仕様等 

ノートパソコン ３台 

・ケアシステムのソフトウェア（最新の国際柔道連盟試合審判

規定対応）に対応できるスペックを有し、かつ該当するソフト

ウェアがインストール済みであること。 

・任意の場面をワンクリックで表示させることができること。 

・録画中に試合映像を巻戻し確認できること。 

・試合終了後に過去の試合映像を確認できること。 

（１試合場あたり１台） 

ビデオカメラ ６台 
・２台のビデオカメラ映像をノートパソコンに取り込み映像表

示動作が可能なもの（１試合場あたり２台） 

各種ケーブル 必要数 
・上記の各種機器を接続し、ケアシステムとして支障なく動作

するように配線すること。 

(2) 作業にあたっては、既存施設等に対する保護対策を十分にし、破損、汚損等を防止し、細心の

注意を払って業務を行うこと。 

(3) 設営にあたっては、競技会場設営業者と十分に作業調整を行うこと。 

(4) 設営場所等については、市実行委員会に十分確認した上で実施し、設営完了後は市実行委員会

の確認を得ること。 

(5) 受託者が用意する仮設物等は、錆、傷、汚損等のないものとし、指定された製品を除き統一性

を持たせること。なお、市実行委員会から交換の指摘があった仮設物等については、直ちに交換

すること。 

(6) 受託者が用意する準備機材等は全て会社名等を明記し、施設備品及び市実行委員会備品と簡単



に区別できるようにすること。 

(7) 「ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポ」にかかる各種デザイン等の使用にあたっては、ＳＡＧ

Ａ２０２４実行委員会が策定した「ＳＡＧＡ２０２４に係る標章等使用取扱規程」及び「ＳＡＧ

Ａ２０２４ロゴタイプガイドマニュアル、ピクトグラムガイドマニュアル」等を遵守すること。 

 

８ 官公庁その他関係機関への手続き 

  本業務の実施に際し、関係法令により必要となる許認可申請、届出等について、関係機関と事前

に協議を行い、以降の設営業務がスムーズに実施できる環境を整えること。また官公庁その他関係

機関に対する必要な届出・申請等の手続きは、あらかじめ市実行委員会へ関係書類等を提示し、承

認を得た後、受託者がその業務を代行すること。なお、関係書類の作成、届出及び申請に伴う費用

は受託者の負担とする。 

 

９ 現場管理 

(1) 受託者は、設営着手から撤去終了までの期間、本業務に熟知・熟練し、作業判断を下せる現場

責任者及び作業員等を会場に１名以上常駐させ、トラブルや事故のないように十分な安全対策を

施し、円滑かつ安全で効率的に業務を遂行すること。 

(2) 受託者は、環境に配慮した物品の使用及びリユース等、業務実施にあたりＳＤＧｓを意識した

取り組みに努めること。 

 

10 設営・撤去等 

(1) 設置については、競技会場配置図等を参考に、市実行委員会と十分協議した上で機器配置図を

作成し実施にあたること。既存の状態で設置不可能な場合は、市実行委員会と協議の上、設置可

能な状態にして業務を行うこと。 

(2) 市実行委員会が手配した備品及び会場施設の備品等を使用する場合は、それらの運搬、設置、

撤去、返却等を行うこと。またその際、破損しないよう十分留意すること。 

(3) 機材等の設置については、倒飛壊が生じないように確実に設置すること。また、既存の構造物

等に固定する場合は、破損のないよう養生を施すこと。 

(4) 競技会終了後、仮設物等を撤去し当該会場を原状に回復すること。 

(5) 同じ会場で並行して作業を行う他の委託業者がある場合、工程調査を事前に十分に行い、それ

ぞれの作業が期限内に円滑に履行できるようにすること。 

(6) 設営及び撤去により発生した廃棄物等の処理は、関係法令に基づき、受託者の責任において適

切に行うこと。なお、これに伴う費用については、受託者の負担とする。 

(7) 設営及び撤去業務完了後、速やかに市実行委員会に報告し、市実行委員会の確認を受けること。 

(8) 受託者は、当該会場施設管理者から異議又は意見があったときは、速やかに市実行委員会に報

告し、その指示を受けること。 

 

11 保守・管理 

(1) 仮設物等は、常に使用可能な状態に保守・管理し、必要に応じて移設、修理、交換、補充等を

速やかに行うこと。なお、これに伴う費用については、市実行委員会の責めに帰すべき理由によ

るものを除き、受託者の負担で行うこと。 

(2) 大会運営に支障をきたすことのないようシステム等のトラブルを未然に防ぐ手立てを講じると

ともに、万一トラブルが発生した場合でも対処可能な体制を整えておくこと。 

(3) 本業務に従事する者は、市実行委員会が貸与する識別用品（ＡＤカード等）を着用すること。 

 

12 安全管理 

  受託者は、安全管理に関し、次に掲げる事項について万全を期すること。 

(1) 履行場所の管理 



   労働者の安全管理、整理整頓、公害防止及び周辺への配慮を行うこと。 

(2) 交通法規の遵守 

  ア 構内に駐車できないときは、受託者の責任において適切な駐車場を確保すること。 

  イ 運搬車両の最大積載量を厳守し、通行車両・通行人対策等を講じること。 

(3) 保護対策 

ア 本業務の実施に際し、既存施設等に対する保護対策を十分に施し、破壊や汚損を防ぐこと。 

イ 大型車両等による資材の搬入や作業を行う場合は、現地をよく確認し、路面陥没等のないよ

うに、十分に養生をすること。 

(4) 緊急対策 

業務履行中は、緊急事態に即時対応可能な保守・管理体制を作るとともに、緊急時には市実行

委員会の指示により直ちに対応すること。 

(5) 臨機の措置 

受託者は、災害、事故の発生が予測される場合など、特に必要と認めるときは、市実行委員会

の指示を受け、臨機の措置をとること。不測の事故が発生した場合等、緊急又はやむを得ない事

情があるときは、受託者の責任において、受託者の判断により臨機の措置をとるとともに、直ち

に市実行委員会に報告すること。また、その措置の内容について市実行委員会から指示があった

場合は、直ちにその指示に応じること。なお、これに伴う費用については、別途協議する。 

(6) 損害・事故責任 

本業務の履行に際し、受託者の瑕疵により既設物、仮設物等への破損、紛失、第三者への事故

等が発生した場合は、すべて受託者の責任とし、市実行委員会はいかなる責任も負わないものと

する。また、設営された物品等の火災、盗難、破損、いたずら等による事故については、市実行

委員会の責めに帰すべき理由の場合のほか、市実行委員会は責任を負わないものとする。 

(7) 保険 

   労働災害保険、賠償責任保険、動産総合保険等、業務上必要となる保険に加入すること。 

 

13 法令、条例等の遵守 

  受託者は、本業務の履行に関係する法令、条例等を遵守すること。なお、法令、条例等に基づき

必要な許認可や有資格者の配置等については、適切に対応すること。 

 

14 提出書類 

  受託者は、次の書類及びデータ等を市実行委員会に提出しなければならない。 

(1) 契約締結後（契約締結後２週間以内に提出） 

 ア 内訳明細書 

イ 業務主任者届 

ウ 業務工程表 

エ 業務履行体系図（組織図）及び緊急電話連絡体制図 

オ 労働災害保険、賠償責任保険、動産総合保険の写し 

カ 柔道タイマー及びケアシステム機器配置図 

キ その他市実行委員会が指示するもの一式 

(2) 期間中（必要に応じて提出） 

ア 業務完了報告書 

イ 現場撮影写真電子データ（設営前・設営後・撤去後） 

ウ 大会で作成した帳票類及びその電子データ 

エ 打ち合わせ記録簿 

オ 追加業務対応・報告書 

カ その他市実行委員会が指示するもの一式 

 



15 適用 

(1) 範囲 

本仕様書は、本業務の基本的事項について定めるものであり、本仕様書に明記されていない事

項でも業務遂行上必要な事項は、市実行委員会と協議のうえ、受託者の責任において、誠実に履

行すること。 

(2) 疑義 

本仕様書の記載事項に疑義が生じた場合は、市実行委員会と協議すること。また、本仕様書に

記載のない事項であっても、本業務に必要と認められる場合は、市実行委員会と十分に協議し業

務を遂行すること。 

 

16 契約に関する条件等 

(1) 中止等の場合の支払い 

荒天その他の理由により、大会の全期間又は一部期間が中止等になった場合、競技会場等にお

ける仮設施設等の経費については、実際に生じた支払額に応じ、相互協議のうえ、変更契約の対

象とする。 

(2) 再委託等の制限 

受託者は、業務の全部を一括して第三者に委任し、又は請け負わせてはならない。ただし、業

務の一部を第三者に委任し、又は請け負わせるときは事前に書面にて報告し、市実行委員会の承

諾を得た場合は、この限りではない。 

(3) 業務の履行に関する措置 

本業務内容及び業務にあたっての留意事項に反し、再三の指摘にも関わらず改善しない場合は、 

契約書の定めに基づき、本業務の委託を破棄できるものとする。 

(4) 成果物の帰属 

提出する成果物の著作権、その他全ての権利は、委託者である市実行委員会に帰属する。また、

成果物の引渡前であっても、市実行委員会は、成果物のデータ等を業務上必要な範囲において改

変及び二次利用等を行う場合がある。 

なお、受託者は、本業務の成果物が第三者の著作権を侵害していないことを保証し、紛争が生

じた場合は、受託者の責任と負担において解決するものとする。 

(5) 秘密の保持 

受託者は、本業務（業務の一部を第三者に委託し、又は請け負わせた場合を含む。）を通じて知 

り得た情報を機密情報として扱い、契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。

また、本業務に関して知り得た情報の漏洩、滅失、棄損の防止、その他適正な管理のために必要

な措置を講じなければならない。契約終了後も同様とする。 

(6) 個人情報の保護 

本業務を処理するための個人情報の取扱いについては、行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）、個人情報の保護に関する法律

（平成１５年法律第５７号）及びその他個人情報の保護に関する法令、条例並びに規程等を遵守

しなければならない。 


